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■ 会 長 報 告        江﨑 晴城君 

 8日に開催され

ました 50周年

式典に際しまし

ては、皆さまの

おもてなしの

対応をいただき、                                

「みんなでつく

る 50周年」を体現できた素晴らしい式典となり

ました。ありがとうございました。 

  翌日 9日に掛川で会長幹事会が開かれ、参加

いただいたガバナー補佐を含め第 4グループ

会長達から「何よりコロナ禍でインターアクト

国際交流、U18女子サッカー大会など記念事業

を多く実施したのに驚いた。久しぶりの大きな

イベントに参加し、どんなに準備が大変だった

だろうか、格式がある素晴らしい式典だった」

と誉めていただきました。 

ある方からは、市長は大抵挨拶が終われば退席

するのに最後までいた。藤枝ロータリーはさぞ

かし地域必要だと認識されているからだろうと

言われましたし、また村松先生は地区の会議で、

小林ガバナーから「少し大きな例会くらいに考

えていたが、立派な式典で感服した」と言って

いただいたと報告がありました。 

白山ロータリーからも、またご挨拶いただいた

バストガバナーからも好評をいただきました。 

50周年に際して、国際ロータリー会長から特別

に直筆サイン入りメッセージをいただきました

ので、新聞記事と一緒に回覧いたします。 

皆さん、担当委員の皆様ありがとうございまし

た。 

 会長幹事会で、式典にもご参加いただいた

第 4グループ掛川グリーンロータリーグループ

から今期を持って解散する旨の少し残念な報告

がありました。 

 

 さて、いよいよ次年度、鈴木邦昭年度が始動

します。本日は次年度 PETS 報告例会です。私も

燃え尽きることなく、鈴木年度をバックアップ

していきたいとと思っています。みんなで盛り

立てていきましょう。どうかよろしくお願い

します。 

■ 幹 事 報 告          平野 純也君 

・英字版 the Rotarianが届きました。 

・日本事務局より 

母子の健康月間リソースのご案内が届きました。 

・ロータリーの友事務所より 

新型コロナウィルス感染症に関する友対応の 

お知らせが届きました。 

・米山梅吉記念館より、 

館報 2022年春号・賛助会入会のお願いが届き 

ました。 

・藤枝市国際友好協会様より 

情報誌「ＦＩＦＳ ＮＥＷＳ Vo.161」が届き 

ました。 

■ RLI ディスカッションリーダー  

          委 嘱 状 授 与 

 

 

 

 村松 英昭君 

 

 

 

■ マスクの御礼             

 

 

ハルモニアの皆様 
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■ P E T S 報 告     鈴木 邦昭君 

過日3月21日に

開催されました

会長エレクト

研修セミナーの

ご報告をさせて

いただきます。

コロナ過ですの

で個々にオンラ

インにての開催で 194名の参加でした。 

午前10時半より途中休憩をはさみながら6時間

にわたり開催されましたが、最初小林ガバナー

はじめ数名の方が入室できず不具合がありバタ

バタしながら始まりました。 

まず、高野バストガバナーより「ロータリーの

多様性・公平さ・インクルージョンの取り組み」

という題目で講話があり、クラブ会長の役割は、

クラブを効果的運営により元気(活性)にし、

前年度よりもさらにクラブを充実させて、次年度

の会長にバトンを渡すことです。 

では、クラブを元気にさせるためにはどうすれば

というとこですが、国際ロータリーの定義では 

★会員基盤を維持、拡大する。 

★地元地域並びにほかの国々の地域社会におい      

て奉仕プロジェクトを実施し、成果をもたらす。 

★資金面及びプログラムへの参加を通じてロー

タリー財団を支援する。 

★クラブレベルを超えてロータリーにおいて奉仕

できる指導者を育成するとあります。 

これらを念頭にいれてクラブ計画を詰めていき

たいと思います。 

今回のセミナーで重要な次年度 RI 会長とテー

マ、そして「地区方針」について報告いたしま

す。 

まず〇2022-2023年度 RI会長をご紹介いたしま

す。 

ジェニファー・ジョーンズ氏 

カナダ、オンタリオ州のウィンザー・ローズラ

ンドロータリークラブ所属 

1997年にロータリーに入会し、RI副会長、理事、

研修リーダー、モデレーター、地区ガバナーを

歴任し、またロータリー強化諮問グループ委員

長を務め、ロータリーブランド活性化での取り

組みでリーダー的役割を担ってきました。 

職業は Media Street Productions Inc（メディ

アストリートプロダクションズ）創業社長で

テレビ及びビデオの制作会社になります。商工

会議所の会頭も務めたほか、その奉仕活動が

称えられ、数々の賞を受賞されています。また、

法学の博士号を有していまして RI 初の女性会長

にふさわしい経歴の持ち主でスーパーウーマン

であります。 

 次に 2022-2023年度 テーマ講演の動画を 

15分ほどでしたが視聴いたしました。 

検索すると動画が見られますので見られた方も

いるかと思いますがご紹介いたします。 

2022-23年度の会長テーマ「イマジン ロータリー 

/ Imagine Rotary」です。 

「ロータリーでの参加型の奉仕、人間的成長、

リーダーシップ開発、生涯にわたる友情こそが、

目的意識と熱意を生み出します」と考えます。 

やさしさ、希望、愛、平和を想像してください。 

だからこそ「イマジンロータリー」がテーマと

なります。 

続いてロータリーのビジョン声明・年次目標の

ご紹介をいたします 

私たちは世界で、地域社会でそして自分自身の

中で持続可能な良い変化を生むために人々が手

を取り合って行動する世界を目指しています。 

年次目標 

優先事項 1「より大きなインパクトをもたらす」

の目標 

  1. ポリオを根絶し、ロータリーの役割を強調  

       する。 

  2. 2025年までに恒久基金を 20億 2500万 

       ドルとし、年次基金とポリオプラスへの 

       寄付を増やす。 

  3. 特にロータリーの 7つの重点分野に 

       おいて、新たなパートナーシップを築き、 

       同分野で成果を上げているクラブ、地区、 

       国際プログラム及びプロジェクトに 

       スポットを当てる 

優先事項 2「参加者の基盤を広げる」の目標 

  1.影響力を持った人々、目的に基づき行動 

   する人々、世界を変える行動人として 

    ータリーの国際的な立場を向上させる。 

  2. 新しく革新的なクラブや参加を促す 

    経路を新設し、発展させる。 

優先事項 3「参加者の積極的なかかわりを促す」 

       の目標 

1.個人的な成長、リーダーシップ開発、 

  奉仕、ネットワークづくりの機会を通じ、 

  ロータリーの中核的価値観を支える会員 

  の参加促進ツールを向上させる。 

  2.特にロータリー、ローターアクト、イン 

  ターアクトクラブのすべての参加者の連 

  携を強める。 

  優先事項 4「適応力を高める」の目標  

  1.バーチャルでのつながりの活用を支援・ 

 推奨し、対面式の会合、研修、ファンドレ 

 イジング、奉仕プロジェクトを最適化する。 

2.ロータリーファミリーのすべてのリーダー 

 シップレベルで多様性、公平さ、インクル ー 

 ジョンが実現できるよう取り組みを強化 

 する。 

3.ロータリーの奉仕提供及びボランティア  

 リーダーシップの構成を見直し、効果を 
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高め、責務及び説明責任の所在を明確に 

する。 

 

ガバナー地区方針についてご報告いたします。 

地区ガバナー  淺原諒蔵氏（静岡ロータリー

クラブ所属） 

職業分類:運送業?倉庫業? 

地区運営方針 

テーマは「絆を深めて、ロータリー活動を再開

しよう」です。 

運営方針は 4つあり 

1.アフターコロナが確実視される 2022-2023年

度、クラブは其の独自の活動を復活させ、奉仕

活動に注力しよう 

懇親会などの親睦活動を通して絆を深め、ロー 

タリー活動を再開する。 

2.奉仕活動こそ会員増強の根源 

3.公共イメージ向上は、地域に根差したクラブ

の活動によってもたらされ、ロータリーブラン

ドの強化へと繋がる 

4.活動を復活させたクラブの支援・・・・・ 

 です。 

 コロナ過で例会開催がままならず、意識が希薄 

 になっている中、会員同士の絆を深めていただ 

 くこと、奉仕活動を積極的にすることでロータ 

 リアンだけでなく地域・企業を巻き込み、多く 

 の方が関わることでインパクトが大きくなり 

 ブランド力が高まることを期待する。 

 ブランド力が高まることでロータリーの意識 

 が高まり、会員拡大へとつなげていこう。とい 

 う方針内容です。 

続いて地区目標ですが、今年度 10だったかと思

いますが次年度は 15あります。 

1. 会員維持・増強 

・最低でも現状維持/純増を期待 地区内

3000名を目標 1月末現状 2847名 

期首より 12名の減 

・クラブ独自の奉仕活動で地域を巻き込み

賛同者を増やす 

・女性会員を増やす女性会員の割合 30%以上

と目標 

2. ロータリーブランドの強化により、公共イ

メージの向上を図る 

・奉仕活動により、ロータリーブランドを

強化 

・奉仕活動を新聞・地域コミュニティ誌等

で知らしめる 

・ロータリーの認知度を高める 

3. 地域に根差したクラブ独自の奉仕活動は、

会員増強の根源 

・グループ内のすべてのクラブが集結して

合同奉仕事業を推進する。 

・第 4 グループでも話し合いを進め第 3 グ

ループが三保の松原を中心に海岸清掃を

9/11 に行う方向で進めているようで第４グ

ループも同一日に海岸と河川の清掃を行う

方向で現段階動いています。こちらはクラ

ブの 20%以上の参加依頼がありますのでご

協力をお願いいたします。11 月の地区大会

にて成果の発表があります。 

4. RLIの活用による人材の育成、次期リーダー

の育成 

・クラブの活性化と自己啓発を目的として

現在、菅原さん、増田さん、河森さん、内

田さんの四名の方に受講していただいてい

ます。 

5. 青少年交換学生の募集再開（2年間開催でき

ずにいましたが募集活動の再開と派遣に向

けて準備をおこなうようです。） 

6. 米山記念奨学事業への参加と支援を通じて

クラブの活性化を図る 

・奨学生支援（世話クラブ・カウンセラー

引き受け） 

・寄付推進（16,000 円以上/人・年 普通

4,000 特別寄付 12,000） 

7. ロータリー財団への寄付と補助金の積極的

活用 

・年次基金寄付 150＄/人・年 現レート 1

＄=122円ですので 18,300 円になります。 

・ロータリーカードの加入推進 

・べネファクター 各クラブ 1 名以上お願

いしたい。 

恒久基金は将来のロータリー財団プログラ

ムの財源になります。 

8. マイロータリー100%を目指す 

・登録済みの会員はプロフィールの内容を

充実してください。 

9. 米山梅吉記念館の支援（賛助会員 3,000/

人・年） 

今年度の採用枠は 880 名 今まで 129 の国

と地域から留学生の受け入れをしてきた 

10. ポリオ撲滅を歴史の 1 ページに（ロータリ

ーの対外的最優先事項） 

・ポリオプラス基金への寄付 30＄/人・年）

今年度と同様 

・これまでに 122 か国、２０億人以上の子

供たちに接種支援をしてきた。 

11. IT活用の促進 

・ガバナー月信電子配信 

・ロータリークラブセントラルの活用（MY 

Rotary登録が必要） 

12. 地区委員会・委員の積極的活用 

・クラブ支援は地区の責務であり、RLI定期

開催や卓話派遣を積極的におこなっていた

だけます。卓話派遣のお願いをしていきた

いと思います。 

・合同奉仕事業に最大で 30万の支援金が支

給されます。 
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13. 地区事務所の機能充実 

・今まではガバナーの地元に設置してきた

が効率化と運営の立ち上げをスムーズにす

るために、また、業務効率のアップと経費

削減の目的のため地区事務所を同一場所に

設置。 

・名称を国際ロータリー第 2620地区 地区

事務所に変更 

・地区事務所に地区運営機能のすべてを集

約 

・地区事務所にガバナー、エレクト、それ

ぞれの業務をサポートする専任スタッフの 

配置 

14. 地区大会への参加（2022年 11月 5,6日に開

催） 

・今年度が 5 月 21,22 日に行われますので

今年は 2回の地区大会があります。 

・場所はホテルアソシア静岡とグランシッ

プになります。 

15. 国際大会への参加（オーストラリア メル

ボルンにて 2023年 5月 27~31日開催） 

 

以上駆け足でしたがご報告に代えさせていただ

きます。 

まだコロナの終息はみえてはきませんが、51年

目が藤枝ロータリークラブにとって意義あるも

のとなるよう計画を練っていきますのでご指導

ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

■ 出 席 報 告        土屋 富士子君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

37／42 88.09％ 36／42 85.71％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

伊藤君 大杉君 鈴木舜君 菅原君 望月君 

■ ゲ ス ト                        

 

リ・ミンギョクさん

（米山奨学生） 

 

 

 

 

 

■ スマイル B O X       土屋 富士子君 

・8日の 50周年式典は皆様のおかげで格式高く 

 挙行できました。心より御礼申し上げます。 

   江﨑晴城君、山田賀昭君、平野純也君 

・50周年式典りっぱに開催できました。ありが 

 とうございます。       森下敏顯君 

・入会以来 34年間皆出席表彰ありがとうござい 

 ました。40年を目標に気張らず自然体で参り 

 ます。            青島克郎君 

・50周年記念式典で皆出席 31年の表彰してい 

 ただきありがとうございました。松葉隆夫君 

・おそくなりましたが 1月 22日歯科医院を新築 

 オープンしました。           村松英昭君 

・4 月 23日妻の誕生祝ありがとうございます。 

                               松葉隆夫君 

・ありがとうございます。おめでとうと自分か 

  らもちゃんと伝えたいと思います。 

                                鈴木邦昭君 

・御祝いありがとうございます。    青島彰君 

・お祝いありがとうございました。これからも 

  まけずにがんばります。          平和則君 

・結婚記念のお祝いありがとうございます。 

                              土屋富士子君 

 

スマイル累計額 ８４，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソングリーダー……辻 孝之君 

ソング…… 君が代・奉仕の理想 



  2377-5 

 

※ 開局日時は変更になる場合があります。 

    最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

《4 月 5 月の事務局開局日時》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お誕生日 
おめでとうございます！ 

仲田 晃弘君 望月 隆司君 

大杉 暢彦君 伊藤 友伸君 

 

 

  

 

お祝い 

おめでとうございます！ 
 

鈴木 邦昭君のご婦人 

森下 敏顯君のご婦人 

松葉 隆夫君のご婦人 

 

 

 

 

 

 

結婚記念日 

おめでとうございます！ 

＜落合 愼悟君ご夫妻＞ 

＜松葉 義之君ご夫妻＞ 

＜青島 克郎君ご夫妻＞ 

＜平 和則君ご夫妻＞ 

＜青島 彰君ご夫妻＞ 

＜土屋 富士子君ご夫妻＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／遠藤 達哉君） 

月 火 水 木 金 

25 26 27 28 29 

閉局 10：00～ 

 16：00 

9：30～ 

 16：00 

10：00～ 

 16：00 

閉局 

 

2 3 4 5 6 

10：00～ 

16：00 

閉局 閉局 閉局 10：00～ 

16：00 

9 10 11 12 13 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

16 17 18 19 20 

閉局 10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

23 24 25 26 27 

閉局 10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

30 31    

閉局 10：00～ 

16：00 

   

事務局 

〒426-0037 

藤枝市青木 1-11-10 アクセス 21 

TEL054-647-2300 FAX054-647-2040 

E-mail: club1972@fujieda-rotary.org 

四つのテスト 

 


